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平成 30 年８月期 第２四半期累計期間業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成30年１月９日に公表いたしました平成30年８月期 第２四半期累計期間（平成29年９月１日 

～平成30年２月28日）業績予想について、下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

 記 

 

１．平成30年８月期 第２四半期累計期間 連結業績予想の修正 

  (平成29年９月１日～平成30年２月28日) 

                         （単位：百万円） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

四半期純利益 

1 株当たり 

四半期純利益 

前回予想（Ａ） 2,883 395 435 303 49 円 14 銭 

今回修正（Ｂ） 2,418 256 232 151 24 円 46 銭 

増減額（Ｂ－Ａ） △464 △138 △202 △152  

増減率（％） △16.1 △35.0 △46.6 △50.2  

［ご参考］ 

前期第２四半期実績 

（平成 29 年８月期第 2 四半期） 

2,424 252 448 376 60 円 31 銭 

（注）当社は、平成29年９月１日を効力発生日として、普通株式１株につき３株の株式分割を行っております。この

ため、前期第２四半期実績の「１株当たり四半期純利益」につきましては、当該株式分割が前連結会計年度の期首に

行われたと仮定し算定しております。 

 

２．修正の理由 

売上高につきましては、製品の売上計上基準を検収基準としておりますが、高精度化・高能率

化製品を求めるお客様の検収条件の一部が未達成のため、売上が第３四半期以降に繰越となる案

件が見込まれること等から、前回予想を４億64百万円下回る24億18百万円となる見込みでありま

す。 

営業利益につきましては、主に売上高の減少により、前回予想を１億 38 百万円下回る２億 56

百万円となる見込みであります。 

経常利益につきましては、前述のとおり営業利益が減少したことに加え、為替変動により外貨

建て資産等から生じた為替差損（営業外費用）54百万円の計上があったこと等により、前回予想

を２億２百万円下回る２億32百万円となる見込みであります。 

また、親会社株主に帰属する四半期純利益につきましては、前述の経常利益の減少により、前

回予想を１億 52 百万円下回る１億 51 百万円となる見込みであります。 

 

 (注)  業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業績は、今後様々な

要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。                   

以  上 


